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篇，第 2 篇，第 3 篇よりなっている。
第 1 篇は，液化気体容器の破壊をできるだけ，簡単にかつ安全に行い得る試験法の確立を意図した
























第 3 篇では液体容器に残留ガスがある場合の破壊を想定し，外径 267mm， 厚さ 10mm，長さ 1370
mm の鋼管(容積 104f) を用いた試験により， 気体と液体との混合流体による破壊の諸特性を調査
した結果についてのべている。すなわち第 1 章では，その試験方法についてのべたもので，安全のた
め試験体を深さ 2m のピットの底に入れ， さらに鋼製の予冷槽で保護している。試験温度は室温，
ooc , -30 oC の 3 種とした。所定量の窒素ガス(標準状態で 500f ， 1000f, 2000f， 結果論的には，
破壊時のガス容量は試験温度や破壊時の圧力にも関係するが，容器容量のほぼ 5%--10.8% になって
いた。)を封入の上， 所定温度に予冷した後， アノレコールをポンプによって入れ，加圧して破壊させ
る方法を採用している。なお破壊伝播中の内圧変動をも測定するため試験体にとりつけた圧力計のよ
みを，また破壊進行中の割れ伝播速度を測定するため，試験体に鋼製の細線を用いた数ケのクラック
デイテクターを貼布し，割れ伝播中のこれらの断線時刻を，それぞれシンクロスコープにより記録し
たと述べている。第 2 章では試験結果についてのべたもので，主として割れの特性についてのべてい
る。第 3 章は割れの伝播速度について考察を行ったものである。すなわち，割れ伝播開始直後の伝播
速度に関する因子として破壊発生圧力，破壊発生時に内部の気体の占める体績および材料と温度によ
って定まるいわゆる塑性表面エネノレギ Gc の影響を定性的に考察するとともに，気体の噴出にともな
う内圧低下についても吟味をこ乙ろみている。そして割れ伝播速度は発生圧力とその時の気体体積に
比例し， Gc 値に逆比例することを実験的に確認している。
論文の審査結果の要旨
近時化学工業の隆盛にともない気体容器の需要が急増している。これら容器の中には，低温で使用
されるため，材料のぜい性破壊防止に対する考慮が十分なされなければならないものも多い。しかも
液化石油ガス容器などは，災害に対する安全性に関する点よりも十分検討される必要がある。従来材
料の低温ぜい性に関する試験法は，小型の工業試験から，いわゆる大型試験に至るまで，種々発表さ
れているが，気体容器としての試験は未だ行われていない。
本論文は乙のような気体圧力による試験を比較的簡単に，安全確実に行つ方法を開発したという点
において，また各種鋼材の特性を調査し，さらにはこれらの実験技術を生かして，不測の事故と目さ
れる残留ガスのある場合の液体圧力による容器の破壊試験を行うことによって，気体容器の破壊特性
を検討した点において，気体容器の安全性，ぜい性破壊特性研究の分野に寄与すると乙ろ大であり，
本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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